
１　性質別内訳 （単位：千円）

補正前の額 構成比％ ６月補正額 伸率％ ６月補正後 構成比％

346,169,250 90.5 46,861 0.0 346,216,111 90.4

9,661,769 2.5 0 0.0 9,661,769 2.5

8,203,431 2.1 217,150 2.6 8,420,581 2.2

18,553,017 4.9 156,565 0.8 18,709,582 4.9

382,587,467 100.0 420,576 0.1 383,008,043 100.0

　

２　項別内訳 （単位：千円）

補正前の額 構成比％ ６月補正額 伸率％ ６月補正後 構成比％

１項 53,218,557 13.9 379,189 0.7 53,597,746 14.0

２項 127,244,981 33.2 0 0.0 127,244,981 33.2

３項 74,035,721 19.3 103 0.0 74,035,824 19.3

４項 85,316,384 22.3 31,427 0.0 85,347,811 22.3

５項 36,937,580 9.7 7,357 0.0 36,944,937 9.6

６項 2,945,852 0.8 0 0.0 2,945,852 0.8

７項 2,888,392 0.8 2,500 0.1 2,890,892 0.8

382,587,467 100.0 420,576 0.1 383,008,043 100.0

３　財源内訳 （単位：千円）

補正前の額 構成比％ ６月補正額 伸率％ ６月補正後 構成比％

180,369 0.0 0 0.0 180,369 0.0

11,412,884 3.0 0 0.0 11,412,884 3.0

67,282,229 17.6 386,995 0.6 67,669,224 17.7

177,375 0.0 0 0.0 177,375 0.0

1,963,543 0.5 31,706 1.6 1,995,249 0.5

492,218 0.1 1,875 0.4 494,093 0.1

5,845,200 1.6 0 0.0 5,845,200 1.6

295,233,649 77.2 0 0.0 295,233,649 77.1

382,587,467 100.0 420,576 0.1 383,008,043 100.0
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４ 事業内容（一般会計） 

 

（１）県立学校における感染拡大防止（財務課）               33,487千円 

県立学校における感染症の拡大防止のため、マスクや消毒液等の保健衛生用品を購入します。 

［対象施設］県立中学校、高等学校、特別支援学校 

［購入対象］マスク、消毒液、非接触型体温計 

［負担割合］国 1/2、県 1/2 

 

 

 

 

 

（２）ＩＣＴを活用した学習支援【新規】（学習指導課） 332,328千円 

  学校再開後の児童生徒の学習を支援するため、授業の補助として家庭でオンライン学習が 

できるよう、全県立学校に学習支援ソフトを導入するとともに、市町村立小中学校等に対して

学習支援ソフトの導入に係る経費について助成します。 

 ［事業内容］ 

  ・県立学校（高等学校・中学校・特別支援学校）への導入  225,078千円 

・市町村立小学校・中学校・特別支援学校への導入支援   107,250千円 

［補助対象］市町村 

   ［補助対象］学習支援ソフトの導入経費 

    [補助基準額] 220千円/校（上限） 

   ［補 助 率］1/2 

 

 

 

 

 

（３）子供たちの心のケア等を行う体制の強化（児童生徒課） 46,861千円 

（既定とあわせ 752,759千円） 

  学校再開後に児童生徒が安心して学校生活を送れるよう、児童生徒のカウンセリング等を 

行うスクールカウンセラーや、問題解決に向けて福祉機関と連携等を行うスクールソーシャル

ワーカーの配置日数を拡充します。 

［事業内容］ 

  ・スクールカウンセラーの配置    41,724千円（既定予算とあわせ 649,048千円） 

   ［配置日数］再開後１か月間 小 学 校 165人  月２日 ⇒ 月４日 

中 学 校 310人  月４日 ⇒ 月６日 

高等学校  81人  月４日 ⇒ 月６日 



 ・スクールソーシャルワーカーの配置 5,137千円（既定予算とあわせ 103,711千円） 

  ［配置日数］再開後１か月間 小中学校  18人 

高等学校  21人  月８日 ⇒ 月１２日 

教育事務所 5人 

 

 

 

 

 

（４）特別支援学校におけるＩＣＴを活用した教育の推進（特別支援教育課） 5,400千円 

  再開後の特別支援学校に通う肢体不自由等の児童生徒の学びを支援するため、視線を動かす

ことでパソコンを操作することができる視線入力支援装置の整備を行います。 

 ［配置台数］27台 

 ［負担割合］国10/10 

 

 

 

 

 

（５）県立学校の臨時休業に伴う給食用事業者の食材加工賃等の支払い【新規】 

（学校安全保健課）2,500千円 

  臨時休業により学校給食の発注取消等で影響を受けている給食食材関係事業者を支援する 

ため、加工賃等の一部を支払います。 

［支援内容］臨時休業期間中に発注されていたパンや牛乳等の加工賃等の一部 

［負担割合］国 3/4、県 1/4 

  

 

 

 

 

 

 


